
 

 

 

令 和 5 年 6 月 5 日 

     海 上 保 安 庁 

12 期連続の IALA 理事国再選！ 

～IALA総会における理事国選挙結果及び常設技術委員会議長へ

の海上保安庁職員の再任について～ 

※1 IALA（国際航路標識協会） 

※2 DTEC委員会：DTECは Digital Technologies の略称であり、デジタル通信機器の技術基準に関する勧

告等の作成を行っている。 

 

１． 4年に一度開催される IALA総会が、令和 5 年 6月 3日（土）、リオデジャ

ネイロ（ブラジル）において開催され、海上保安庁からは IALA日本理事

（交通部企画課）粟井次雄（あわい つぐお）ほか 2名の職員が参加しま

した。 

２． 総会において理事国の改選が行われ、日本は理事国に再選されました。 

３． 今次の改選で選出された理事国は、以下のとおりです。 

理事国（定数 24カ国） 

日本、シンガポール、韓国、スペイン、カナダ、オーストラリア、 

イタリア、マレーシア、モロッコ、デンマーク、ノルウェー、トルコ、         

スウェーデン、オランダ、英国、ドイツ、チリ、中国、米国、フィン

ランド、アイルランド、フランス、ブラジル、インド 

４. 6月 3日(土)、新たな理事国による理事会が開催され、常設技術委員会の 

一つである DTEC委員会議長に野口専門官が再任されました。これは、航

行援助分野における国際活動に対する海上保安庁の取組み及び同氏の同

委員会議長としてのこれまでの実績が評価されたものです。議長の任期

は 2023年からの 4年間です。 

令和5年6月3日、IALA※1総会において理事国の改選が行われ、日本が理事国

に再選されました。理事国への就任は昭和50年から現在まで12期連続となり

ます。    

また、同協会理事会において常設技術委員会の一つであるDTEC委員会※2の

議長として、海上保安庁交通部企画課国際・技術開発室の野口英毅（のぐちひ

でき）専門官の再任が決定されました。 

 



５． 日本は、他の IALA加盟国と協調して、引き続き IALAの活動に積極的に貢    

献していく所存です。 

 

（参考１）IALA（国際航路標識協会）とは 

安全かつ能率的な船舶の移動を目的とした航路標識の改善及び継続的な調和のため、

1957 年にフランス国内法に基づいてフランスに設立された世界各国の航路標識当局及

びその他の組織から構成される非営利団体。 

 

（参考２） 

 野口 英毅（のぐち ひでき）略歴：昭和 55 年海上保安

庁入庁。平成 6 年に短期在外研究員として米国沿岸警備隊

本庁に派遣されたほか、平成 17年から 19年まで JICA長期

専門家としてフィリピン共和国に派遣され海上保安人材育

成プロジェクトに従事。平成 25年 12月から IALA の ENAV

委員会副議長に就任。平成 28 年 12 月、同委員会議長に就

任。昭和 35年神奈川県生まれ。 


